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％
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50.0

25.6

30.0

21.3

30.0

30.0

○結核検診受診率向上のため、３セット検診に組み入れる等検診の利便性向上に努めるとともに検診
等の必要性についての普及啓発や検診の受診勧奨を行う。
○じん肺患者見舞金については、市として支援のあり方を検討する。

○結核検診受診率向上のため、検診の利便性向上に努めるとともに検診等の必要性についての普及啓
発や検診の受診勧奨を行う。
○じん肺患者見舞金については、市として支援のあり方を検討する。

3 結核予防のためには、まず検診の受診が基本となるので、受診率を指標としている。

3 結核予防、感染症予防等必要な事業構成としている。じん肺患者見舞金事業は、市として支援
のあり方を検討する時期にきている。

3 結核予防、感染症予防のために必要な事業である。

ベンチマーク

受診者数/対象者数

参加人数/見舞金支給人数

50.0 50.0

31.3 28.7

30.0 30.0

結核はまだまだ油断のできない感染症であるため、検診受診率の向上に努める。じん肺認定患者について
は、肺機能低下に留意し、健康相談に応じていく必要がある。

結核検診受診率

目標

実績

達成率
ベンチマーク

健康増進教室参加率

目標

実績

達成率

3.60

2.68

④ 施策展開
検診などの実施

健康教育の推進

（総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出）

② 対象と目的
市民が結核に感染することを防ぎ、じん肺患者に対してはその療養を見舞う。

（誰のために、何の
ために）

③ 現況と課題
結核登録者は減少傾向にあるが、新規発生者の多くは高齢者である。抵抗力の弱い乳幼児、高齢者への対策が重
要となっている。
じん肺認定患者は、肺がんが合併症として認められたこともあり、新規認定者は微増しているが、資格消滅者が
上回っていることから、見舞金支給者は、徐々に減少している。

（総合計画から現在
の問題点を抽出）

電話 64-1819

① 政策の体系
基本目標（大項目） 健康でやさしさあふれるまちづくり

基本施策（中項目） やさしさあふれるまちづくり

この施策の
アピール
ポイント

このシート作成に要した時間

結核・じん肺
コード 作

成
者

役職 保健課長

02-02-05
氏名 難波　巧

調査対象でない施策
は、市民の反応等

調査結果に対するコメン
ト、市民の反応等

氏名 金光　亨

役職 保健福祉部長

3 中立

二次評価者コメント
結核予防対策は、啓発、受診勧奨により検診率のアップに努めて下さい。じん肺
見舞金は、じん肺患者の高齢化等もあり、引き続き支援の在り方を検討してくだ
さい。

基本施策への
貢献度

翌年度(H26年度)の取組目標

満足度（%）

重要度（%）

調査年度 H22 H23 H24 H25
進行年度(H25年度)の取組内容

（課 題 解 決 状 況）

⑤ 市民意識調査による施策の重要度・満足度

3
＜施策の有効性＞
　指標分析、評価年度･ 中長
期の達成見込みは？

2
＜事業構成の適当性＞
　手段は最適か？

1
＜成果指標の妥当性＞
　施策の目的・成果を表現し
ているか？

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）
項　　　目 評価

5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い
⑧ 施策の評価

＜備前市総合計画の内容から記載する＞
実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果

⑦ 目標達成に必要な新規事業（裏面 施策構成事務事業以外の事業）及び連携させる他部署の事業

－ －ベンチマーク

達成率 － －

実績 H28

参
考
指
標
③

目標 H25

ベンチマーク － －

－達成率 －

実績 H28

H25参
考
指
標
②

目標

－ －

この施策の
平成24年度の

施政方針

60.3 61.3 71.0 － －

参
考
指
標
①

H25

H28

－ －

62.6 57.4 51.2 － －

結核の早期発見・早期治療と感染予防、及びじん肺患者の療養見舞い

18.1 18.4

50.0
2.0 時間 成

果
指
標

H25

H22 H23 H24

50.0

目標値

H28

備　　前　　市 　施 　策 　評 　価 　シ 　ー 　ト

⑥ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）
施　策　名
（小項目） 施策に対する成果指標名

単
位

過年度実績 評価年度 成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低 -50

-30

-10

10

30

50

0.0 20.0 40.0

満
足
度

重要度

H25

0

1

2

3

4

5

0.00 2.00 4.00

満
足
度

重要度

H22～H24 H25
横軸に重要度、縦軸に満足度をとり、それぞれの平均値を交点としてグラフ化しています。

※H25から数値の採取方法を変更したため、別グラフで表示しています。



1

2

☆☆☆☆☆

☆☆

☆☆☆

☆☆☆☆

0.11 21 250 0.03

354 2,236 0.27 279 2,209 0.30

134 0.02

9,746 963 0.10 9,374 1,062 0.12

感染症予防事業 補 助

狂犬病予防事業 法 定

4,487 191

27 950

結核予防事業 結核予防事業 法 定

じん肺患者見舞金事業 じん肺患者見舞金事業 単 市

3 感染症予防事業

12,915 3,204 0.46 14,31114,614 4,340 0.51 13,833 3,655 0.47
この施策に費やした資源（単位：千円，人）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

0.33 382

9,206

38 222 0.03 96

331 2,151

0.02 4,627

8,849 688 0.08

人件費 人工数
直　接
事業費

人件費

細　　事　　業

事　業　費　等　（単位：千円，人）

人工数 人件費

3,697 1430.03 4,159

直　接
事業費

平成23年度 平成24年度 平成25年度

人工数 当初予算

施策への
貢献度

☆☆☆☆☆
　　～　☆

事業
分類

平成22年度

直　接
事業費

施策を構成する
事　務　事　業

施策構成事務事業の評価 №１


